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論文内容要旨
 〈総説〉
 この研究は,1969年から1972年まで,米国ロードアイランド大学海洋学大学院海洋地球化学
 教室DR.」一G.Schillingのもとで行われた。研究内容は,第一部原子吸光法による単一試料溶
 液を用いた岩石主成分元素の分析法確立と,第二部北大西洋中央海領のReyl(janesRidge,60。
 N-lcelandに至る地域およびAzoresIslands地域の岩石の主成分元素による地球化学的特質
 を明らかにすることの二つの部分から成立っている。
第一部
 ここでは,上記の北大西洋中央海領から採取された多量の岩石標本について,迅速且つ正確
 に主成分元素を決定するため,原子吸光によるいわゆるSinglesolutionmethodを検討した。
 筆者の用いた方法は,ShaPiroの方法に負うところが多い。しかし、ShapiroのSinglesolutioll
 methodは,SiO2,A1203,TiO2,ΣFe203および1)205の各元素を比色法で決定し,CaO,MgO,
 Na20,K20およびMnOを原子吸光法で決定している。筆者は,P20,をのぞく他の主成分元
 素の決定をすべて原子吸光法によった。
 〈試料岩石の溶融分解および溶液調製〉
 試料岩石粉末に,その約5-6倍のLiBO2を混合し,Graphitecrucibleを用いて100G℃で
 溶融する。約15分でCrucible中にBeadが形成され,これをHCl溶液中で溶解する。最終
 的に試料溶液は,HC12%になるように調製する。以上の操作は一時間以内で終了する。
 〈標準溶液の調製〉
 標準溶液の調製は重要な問題である。即ち,複雑な試料岩石溶液に極めて類似した組成に調
 製しなければならないからである。しかも,分析を行うたびごとに新しく調製する必要がある
 ため,Syntheticstandardsolutionを作ることは,ほとんど不可能な作業である。筆者はW-1
 標準岩石を,試料岩石の溶液を調製するごとに,同じ条件で溶融し,同じ手順で溶液とし,標
 準溶液とした。標準岩石の選択は,対象となる試料岩石によって異なることは当然である。
 〈測定条件の決定〉
 使用したPerkin-ElmerMode1303に付随したAnalyticalbookを基本に,経験を加えて各
 成分元素測定のOperatingparameterを決めた。
 〈分析法の精度および正確度の検討〉
 筆者の方法により,JB-1およびJG-1を分析した。両標準岩石についてAndoeta1.,(1962,
 1965)によりあたえられたConsensusmeanを標準1直と見なして,筆者の分析値の精度および
 正確度を比較検討し,満足すべき精度と正確度を得た。
 〈P205の決定法〉
 原子吸光法のために用意された試料岩石溶液を用いて,P、0,を十分な精度と正確度で決定す
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 ることが,この研究における重要な点であった。結果は満足すべき値を得た。決定法は,Shapiro
 (1967)の比色法に依った。
 〈同一試料岩石を用いて,Shapiroの分析値と,筆者の分析値との比較検討〉
 北大西洋中央海領産Basalt類16個について,Shapiro(US.G.S.)の分析値と,筆者の分析
 値との比較検討を行った。P205の値に多少両者のへだたりが見られるが,全般に極めてよく一
 致した値が得られた。
 〈SiO2およびAI,03分析値の再検討〉
 Sio,およびA1203の分析値について,原子吸光法と重量法による結果を比較検討し,満足
 すべき一致を得た。
 〈測定にあたって注意した事項〉
 1。試料溶液調製後,直ちに測定する。
 2.標準溶液は,必ず分析のたびに新しく調製する。
 8.原溶液の希釈回数は,できるだけ少くし,全成分が測定可能な希釈度を決める。
 4。Lampは十分にwarmupし,器機のSetupを適切に行う。又,電圧が安定する時間帯に
 測定を行う。
 〈結論〉
 以上述べたように,P,0,を含める岩石主成分元素の決定は,単一溶液から原子吸光法によっ
 て可能であり,迅速さにおいても従来のWet法より,はるかに満足すべきものであること
 を確かめた。
第二部
 北大西洋中央海領のReykjanesRidge,60。N-lcelandに致る地域およびAzoresIslands地
 域に産するBasaltおよびDiabaseの主成分元素による地球化学的特質について論じた。
 〈ReykjanesRidge,60。N地域〉
 ReykjanesRidge,60。Nにおいて軸部にほぼ直交する東西それぞれ100㎞にわたって採取さ
 れたBasaltは,Pmowbasalt,Pmowfragmentなど深海底に特長ある形状と大きさをもつも
 のである。鉱物組成はいづれも類似しているので,外観と肉眼的観察によってそれらを四つの
 グループに分類した。また,Pillowbasaltの組織が表層部から中心部に向って変化するので,
 これを五つの層に分けた。その変化に応じた各部分の化学組成の変化をしらべ,その結果はほ
 とんど変化がないことがわかった。この地域から採取されたDiabaseは,鉱物組成にばらつき
 があり,その岩石学的性質によって四つのグループに分類した。採取岩石類中の成分鉱物のい
 くつかを分析し,その化学組成と母岩の化学組成の関連を考察した。
 採取されたBasaltは,斑晶としてPlagiodase,OlivlneおよびAugiteを有し,QuarLz
 tholeiiteとOUvinetholditeに属する。化学組成上,K20に著しく乏しい。Di&baseは,斑
 晶としてPlagloclase,OIMneお,よびAugiteを有し,微斑晶のMagnetiteを含むものと,含'
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 まないものや,大形のPlagioclaseのみを有するものがある。これらはQuartztholeiiteと
 ()]ivinetholeiiteに属する。総じてAlkaliに乏しいBasaltの化学組成に類似し,両者は成因
 的近縁関係を示す。しかし,D344は,Tltaniferousaugiteを有し,化学組成上SiO2に乏し
 く,比較的Alkaliにとみ,且つノルムNephelineが算出される。これらの異質な岩質から,
 氷河運搬物と考えられる。
 東西方向にそったBasaltの各成分の変化は極めて少い。このことから,海嶺軸部において
 Basaltを構成してきたTholeiiticbasaltmagmaの化学組成は,ほぼ同じであったと考えら
 れる。
 〈ReykjanesRidge,61。N-Iceland地域〉
 ReykjanesRidge軸部にそって6rNからIcelandに至る地域で採取されたBasaltは,60。
 N地域と同種のものである。しかし,その主成分元素による化学組成は,海嶺軸部にそった高
 い緯度に向うにしたがって各成分の変化がみられ,その変化はIcelalldPlatform(Reykjanes
 FractureZone)をピークとして陸上部にかけて複雑となる。このような変化を,Schillingは
 Hot-spot説で説明した。しかし,ReykjanesRidgeの延長部であるIcelandのWestem
 VolcanicZoneのBasaltは,ReykjauesRidgeBasaitの化学組成と同様に,K20にきわめ
 て乏しいTholeliticbasaltである。また,Icelandでは,Alkalibasaltの分布は,Eastem
 Volcan1cZone南部に限られる。このようなことから,いわゆるHot-spotは,Reykjalles
 FractureZoneと,ReyklanesRidgeとの連結点に生じたと考えられる。
 〈AzoresIslands地域>
 この地域のうちTerceiraRiftから採取されたBasaltは,Plagioclaseを欠き,石基中にも
 Plagioclaseは極めて乏しい。Clinopyroxeneは,titalllferousであり,石基中にIlmeniteが
 多い。化学組成上SiO2に乏しく,TiO2とK20にとみ,すべてAlkaliolivinebasalUこ属す
 る。Diabaseも同様にalkalicである。
 大西洋中央海嶺38。N-40。N付近で採取されたBasaltの鉱物組成は,ReykjanesRidge60。N
 のBasaltと同じであるが,ほかにOlivine斑晶だけのものもみられる。化学組成上,Alkali
 とくにK20およびP205にとみ,Quartztholeiiteと01ivinetholeiiteに属する。この付近の
 Basaitの高いAlkali含有量は,TerceiraRiftやAzoresIslandsのAlkalibasaltを構成し
 たMagmaとの関連が強く考えられる。
 〈結論〉
 北大西洋中央海嶺軸部にそって,30。N-lcelandまで各緯度のBasaltの主成分元素には,か
 なりの変化がみられる。その変化は,とくにTio2,K20およびP205に顕著に高い値を示す。
 各成分の変化のPattemによって,北大西洋中央海嶺軸部を三つの小岩石区に分けた。即ち,
 A1地区(35。N以南),B地区(35。N-53。N)およびA2地区(53。N以北)である。A1地区Basalt
 は,Clinopyroxene斑晶を欠き,B地区のBasaltでは,すべてOlivine斑晶を有するが,少
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 数のものはPlagioclase斑晶を欠き,多くのものがClinopyroxene斑晶を欠く。A2地区の
 BasaltはすべてClinopyroxelle,Plagioclase斑晶および01ivine斑晶を有する。また,Basalt
 の主成分元素について各緯度による変化のPattemをみるに,A1およびA2地区ではゆるや
 かな変化を示し,B地区では小変化が著しい。これらの主成分元素の変化を惹起する要因のう
 ち,Fracturezoneの役割が重要と考えられる。即ち,Fracturezoneと海嶺軸部と連結する
 点が,Hot-spotとなり,これらの地点で種々の程度に化学組成の異ったBasaltを生じるもの
 と考えられる。EastAzoresFractureZone(A、とB地区の境界),38。N-40。N(TerceiraRiftと
 の連結点),GibbsFractureZolle(BとA2地区の境界),ReykjanesFractureZone(Reykjalles
 RidgeとIceiandの境界)などはその顕著な例である。
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 論文審査の結果の要旨
 大西洋中央海嶺中,その北部60。NのReykjanesRidge地域,61。NからIcelandに至る地
 域及び38。Nから40ロNのAzoresIslands地域から多数の岩石試料が採取された。
 鷹地恭子は,これ等岩石の主成分元素の化学的分析をおそない,上記地域の岩石学的性質を
 明らかにして岩石区の設定をおこなった。
 本論文は,2部より成り,第1部では多数の岩石試料の主成分を迅速且っ正確に分析する必
 要上から,分析方法の検討をおこないP20,を除く他の主成分元素の測定は,単一試料溶液を
 用いる原子吸光法の分析法を採用してその方法と精度について詳しく記載をおこなっている。
 先づ試料岩石の溶融分解は,岩石紛末試料に5～6倍のLiBO,を加えて1000℃に加熱し,これ
 をHC1で溶解する。標準溶液はW-1標準岩石を用いて作製し,測定条件を決定して,分析法
 、の精度と正確度を検討し,JB-1及びJG-1の両標準岩石についての分析値と比較し,満足す
 べき精度と正確度を得ている。P205は,Shapiro(1967)の比・色法に依った。測定にあたっては,
 次の4点に注意を沸っている。1)試料溶液調整後,直ちに測定する。2)標準溶液は,必ず分
 析のたびに新しく調整する。3)原溶液の希釈回数は出来るだけ少なくし,全成分が測定可能な
 希釈度を決める。4)Lampは十分にWarmupし,器機のSetupを適切に行う。又電圧が安
 定する時間帯に測定を行う。
 結論として,本方法に依る分析法は迅速さにおいて従来のWet法より,はるかに満足すべき
 ものであると述べている。
 第2部では,前記3地域に産するbasaltとdiabaseの主成分元素による地球化学的特質に
 ついて論じている。
 ReykjanesRidge,60。N地域においては,軸部に直交する東西夫々100kmの範囲から採取し
 たbasaltは,東西方向の成分変化は極めて少く,海嶺軸部を構成したtholeiitebasaltmagma
 の化学組成は,ほぼ同じであったと推定した。ReykjanesRidge軸部に沿って61。NからIce-
 1andに至る地域のbasaltは60。N地域のものと同種であるが,主成分元素の化学組成は,軸
 部に沿った高い緯度のもの程度変化が著しくIcelandPlatformで最も著しく,陸上部にかけ
 て複雑となる。
 AzoresIslands地域のうちTerceiraRiftから採取されたbasaltは,化学組成上SiO2に乏
 しく,TiO2,K20に富みすべてalkaliolivinebasaltに属し,diabaseもalka11cである。
 大西洋中央海嶺38。N-40。N付近で採取したbasaltの鉱物組成はReykjanesRidge60。Nの
 ものと同じあるが,化学組成上alkali特にK20とP205にとみquartztholeiiteと01ivine
 tholeiiteに属する。
 結論として北大西洋中央海嶺軸部のbasaltをその鉱物組成と化学組成の変化からAl地区
 (35。N以南)B地区(35。N-53。N)及びA2地区(53。N以北)の3小岩石区に分けた。
 審査員等は,鷹地恭子提出の学位論文を合格と判定する。
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